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安
倍
政
権
の
も
と
、
公
文
書
改
ざ
ん
や

情
報
隠
し
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　

2
月
、
厚
生
労
働
省
が
提
出
し
た
「
裁

量
労
働
制
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
２
０
０

か
所
を
越
す
不
備
、
で
た
ら
め
が
見
つ
か

り
、
働
き
方
改
革
の
関
連
法
案
か
ら
裁
量

労
働
制
が
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
防
衛
省

が
国
会
で
「
不
存
在
」
と
説
明
し
て
い
た

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
時
の
日
報
が
陸
上
自

衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
か
ら
見
つ
か
っ
た
。

一
方
、
情
報
公
開
請
求
に
対
し
て
「
廃
棄

し
た
」
と
し
て
不
開
示
に
し
た
南
ス
ー
ダ

ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
の
日
報
が
新
た
に
見
つ
か

り
、
安
倍
首
相
も
小
野
寺
防
衛
相
も
何
度

も
頭
を
下
げ
る
事
態
に
な
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
で
終
わ
り
か
ど
う
か
信
用
で
き
な
い
。

　

3
月
、
森
友
学
園
へ
の
国
有
地
売
却
の

決
裁
文
書
が
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

朝
日
新
聞
に
よ
っ
て
ス
ク
ー
プ
さ
れ
、
財

務
省
は
改
ざ
ん
を
認
め
た
。
決
裁
文
書
は

行
政
機
関
が
最
終
的
に
下
し
た
意
思
決
定

で
あ
り
、
行
政
の
正
確
性
を
担
保
し
、
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
も
の
だ
。
行
政

は
「
文
書
主
義
」
が
仕
事
の
基
盤
で
あ
り
、

そ
れ
が
改
ざ
ん
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
近
代
国
家
の
ル
ー
ル
が
崩
れ
て
し
ま

う
。
何
を
信
じ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な

る
。

　

公
文
書
管
理
法
で
は
、
公
文
書
は
「
健
全

な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有

の
知
的
資
源
」
と
し
て
、
国
は
現
在
だ
け
で

な
く
将
来
の
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
と
定
め
て
い
る
。
議
員
に
な
る
以

前
、
六
価
ク
ロ
ム
に
よ
る
土
壌
汚
染
問
題
に

関
し
て
何
回
か
東
京
都
に
質
問
書
を
出
し
、

文
書
で
の
回
答
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
。
都

は
毎
回
文
書
で
の
回
答
を
拒
み
、
口
頭
で
回

答
す
る
と
い
う
対
応
だ
っ
た
。
納
得
で
き
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
文
書
で
残
す
こ
と

は
行
政
に
と
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
重
み

が
あ
る
の
だ
と
も
感
じ
た
。

　

安
倍
政
権
下
で
の
こ
の
よ
う
な
改
ざ
ん
、

隠
ぺ
い
の
連
続
は
民
主
主
義
の
基
盤
を
崩

す
行
為
だ
。
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
特

定
秘
密
保
護
法
の
制
定
が
あ
り
、
国
民
の

知
る
権
利
を
保
障
す
る
情
報
公
開
に
対
し

て
後
ろ
向
き
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
正
さ
れ
た
が
、

専
門
家
は
「
ど
の
よ
う
な
公
文
書
を
残
す

か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織
的

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
」
と
政
府
の
対
応
を
批
判
し
て
い
る
。

　

民
主
主
義
の
基
本
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
、

あ
る
い
は
知
っ
て
い
て
踏
み
に
じ
っ
て
き

た
こ
の
政
権
の
も
と
で
憲
法
改
正
な
ど
許

し
て
は
い
け
な
い
。

民
主
主
義
の
基
盤
が
崩
れ
る
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５・３
憲
法
集
会
へ

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

日
時
：
５
月
３
日
11
時
30
分
開
場

コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
の
後
、

パ
レ
ー
ド
し
ま
す

会
場
：
有
明
・
東
京
臨
海
防
災
公

園
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今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

１
９
２
９
億
円
。
前
年
度
よ
り

66
・
９
億
円
、
３
・
４
％
の
減
額
に

な
り
ま
し
た
。
減
額
の
主
な
理
由

は
総
工
費
１
２
０
億
円
を
超
え
た

「
有
明
西
学
園
」
の
建
設
が
終
了
し

た
こ
と
で
す
。      

●
一
般
会
計　

１
９
２
９
億
円
（
３
・
４
％
減
）

（
億
未
満
は
切
り
捨
て
）

●
国
民
健
康
保
険　

５
４
２
億
円
（
14
・
２
％
減
）

●
介
護
保
険　

３
４
４
億
円
（
９
・８
％
増
）

●
後
期
高
齢
者
医
療　

96
億
円
（
５
・７
％
増
）

　

国
民
健
康
保
険
会
計
は
今
年
度

か
ら
保
険
者
が
市
区
町
村
か
ら
都

道
府
県
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
財
政
の
し
く
み
も
変
わ

り
、
前
年
度
よ
り
大
き
く
減
額
に

な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は
高
齢
化

の
進
展
に
伴
っ
て
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

 　

昨
年
出
さ
れ
た
江
東
区
の
「
ご

み
組
成
分
析
調
査
業
務
委
託
報
告

書
」
を
み
る
と
、
家
庭
が
出
す
可

燃
ご
み
の
う
ち
、
資
源
化
で
き
た

は
ず
も
の
が
23
％
あ
っ
た
。
中
で

も
多
い
の
が
紙
類
。

　

感
熱
紙
や
カ
ー
ボ
ン
紙
、 
汚
物

や
油
が
付
着
し
た
紙
は
燃
や
す
し

か
な
い
が
、
包
装
紙
・
菓
子
箱
・

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
雑

紙
は
小
さ
く
て
も
資
源
と
し
て
収

集
し
て
い
る
。

　

江
東
区
で
資
源
化
可
能
だ
っ
た

け
れ
ど
燃
や
さ
れ
て
し
ま
っ
た
紙

の
量
は
年
間
で
約
1
万
５
０
０
０

ト
ン
に
も
の
ぼ
る
。

　

ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
す
べ
き
容
器

包
装
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
も
可
燃
ご

み
の
う
ち
４
・
２
％
含
ま
れ
て
い

た
。

　
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご

み
」
と
い
う
廃
棄
物
の
原
則
に
の

っ
と
り
、
ご
み
の
資
源
化
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

・
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
事
業

と
し
て
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
（
教
育
訓
練
受
講
費
の
60
％

を
支
給
）
と
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
（
月
額
10
万
円
、
ま
た
は

７
万
５
０
０
円
）
の
制
度
が
あ
る
。

し
か
し
両
制
度
と
も
利
用
は
年
3

件
か
ら
10
件
程
度
で
実
績
は
伸
び

て
い
な
い
。
資
格
を
取
得
し
経
済

的
安
定
を
得
る
た
め
に
有
効
な
制

度
と
思
う
が
、
教
育
訓
練
期
間
の

子
育
て
や
生
活
に
負
担
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
で
利
用
は
少
な
い
。

せ
っ
か
く
の
制
度
を
生
か
す
た
め

に
併
用
で
き
る
他
の
支
援
事
業
と

合
わ
せ
て
ひ
と
り
親
の
経
済
的
安

定
に
向
け
て
区
は
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

・
江
東
区
は
昨
年

度
か
ら
非
婚
の
ひ

と
り
親
に
対
し
て
、

み
な
し
寡
婦
控
除

を
全
庁
的
に
適
用

し
て
い
る
。
そ
の

実
績
は
1
月
末
時

点
で
適
用
者
18
名
、

控
除
額
が
約
80
万

円
で
思
っ
た
よ
り

少
な
い
。
周
知
と

合
わ
せ
て
、
申
請

し
や
す
い
工
夫
を
。

 

・
被
災
者
支
援
の

状
況
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災

か
ら
丸
7
年
を
過

ぎ
、
江
東
区
に
は

７
３
４
人
の
方
が
避
難
生
活
を
送

っ
て
い
る
（
1
月
31
日
現
在
）。
原

発
事
故
の
あ
っ
た
福
島
県
か
ら
の

避
難
者
は
６
９
４
人
。
東
雲
の
公

務
員
住
宅
に
約
80
人
の
区
域
外
避

難
者
の
方
が
お
り
、
昨
年
住
宅
の

無
償
提
供
が
終
了
し
た
後
、
家
賃

を
支
払
い
、
同
所
に
継
続
居
住
し

て
い
る
。
し
か
し
来
年
に
は
退
去

を
求
め
ら
れ
る
。
住
宅
、
仕
事
、

教
育
な
ど
生
活
の
基
盤
が
不
安
定

で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
方
々
が

さ
ら
に
苦
境
に
陥
る
可
能
性
が
高

い
。
江
東
区
は
で
き
る
支
援
を
続

け
て
い
る
が
基
礎
自
治
体
で
は
限

界
が
あ
り
、
住
宅
提
供
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
国
と
福
島
県
、

そ
し
て
東
電
が
あ
ら
た
な
支
援
制

度
を
つ
く
る
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 ・
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
亀
戸
跡
地
の

再
開
発

　

こ
れ
ま
で
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
亀

2018 年区議会
第 1回定例会開催

（2月 21日～ 3月 29日）

中村まさ子の収支報告（2018年 1月〜 3月）
1月 2月 3月 期末手当

収入 議員報酬 610,000 610,000 610,000 221,125
費用弁償 0 12,000 18,000 ─

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,638
住民税 50,900 50,900 50,900 ─
国民健康保険料 73,000 73,000 73,000 ─
共友会 2,000 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 ─
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 58,280 58,280 58,280 180,487

２
０
１
８
年
度
の

当
初
予
算

〈
ご
み
の
資
源
化
〉

〈
ひ
と
り
親
支
援
〉

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付
などに使います。

■
防
災
ま

ち
づ
く
り

対
策
特
別

委
員
会

下町ユニオン旗開きにて
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戸
跡
地
に
は
外
資
系
の
事
業
者
が

２
０
０
０
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

を
す
る
、
と
い
う
説
明
が
地
元
に

さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
3
月
の
防
災
ま
ち
づ
く

り
対
策
特
別
委
員
会
で
大
幅
な
計

画
変
更
が
報
告
さ
れ
た
。
昨
年
9

月
に
外
資
系
企
業
が
土
地
売
却
の

意
向
を
示
し
、
12
月
に
は
野
村
不

動
産
㈱
が
新
た
な
事
業
者
に
決
定

し
た
と
い
う
。
跡
地
開
発
の
概
要

は
、
共
同
住
宅
８
０
０
戸
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
商
業
施

設
を
建
設
予
定
。

　

江
東
区
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で

き
る
と
戸
数
の
40
％
の
子
ど
も
が

出
現
す
る
。
２
０
０
０
戸
よ
り
大

幅
に
戸
数
が
減
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
３
２
０
人
の
子
ど
も
が
増
え
る

こ
と
に
な
る
。
区
域
内
の
保
育
園
、

小
学
校
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
は

確
保
で
き
る
の
か
、
区
の
責
任
は

大
き
い
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
を

歓
迎
す
る
方
針
を
見
直
し
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

計
画
で
は
小
学
校
の
収
容
対
策
の

た
め
に
敷
地
の
一
部
割
譲
、
子
育

て
支
援
施
設
の
整
備
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
地
元
亀
戸
6
丁

目
の
み
な
さ
ん
と
十
分
な
協
議
、

説
明
を
尽
く
し
て
合
意
形
成
を
は

か
れ
る
よ
う
区
は
努
力
し
て
ほ
し

い
。こ

れ
ま
で
区
が
運
営
し
て
き
た

国
民
健
康
保
険
は
こ
の
4
月
か
ら

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
を

負
う
仕
組
み
に
変
わ
っ
た
。
区
は

国
保
加
入
者
か
ら
保
険
料
を
集
め
、

都
に
「
納
付
金
」
を
納
め
る
。
都

は
区
市
町
村
に
、
保
険
給
付
に
必

要
な
費
用
を
「
交
付
金
」
と
し
て

拠
出
す
る
。「
納
付
金
」の
金
額
は
、

都
道
府
県
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
る

形
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
入
者
の
8
割
を
高
齢
者
や
非

正
規
労
働
者
が
占
め
る
国
保
は
財

政
基
盤
が
ぜ
い
弱
で
、
自
治
体
で

の
運
営
が
悪
化
し
て
い
た
。
そ
こ

で
財
政
運
営
を
都
道
府
県
に
広
域

化
し
、
国
も
３
４
０
０
億
円
の
財

政
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
で
保
険
料
が
上

が
る
自
治
体
が
43
％
、
下
が
る
自

治
体
が
54
％
と
な
っ
た
。
残
念
な

が
ら
江
東
区
の
一
人
当
た
り
の
保

険
料
は
11
万
９
４
４
１
円
、
昨
年

度
よ
り
３
５
０
０
円
ほ
ど
値
上
が

り
に
な
る
（
収
入
や
家
族
構
成
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
）。

　

広
域
化
に
移
行
す
る
こ
と
で
い

く
つ
か
懸
念
が
あ
る
。
区
が
東
京

都
に
納
め
る
「
納
付
金
」
は
た
と

え
保
険
料
を
１
０
０
％
集
め
ら
れ

な
く
て
も
、
猶
予
も
減
額
も
さ
れ

な
い
と
い
う
。
滞
納
者
へ
の
取
り

立
て
が
今
よ
り
厳
し
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
今
ま
で
保
険
料

の
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
江
東

区
は
、
昨
年
は
65
億
円
、
今
年
度

は
43
億
円
、
一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
に
繰
り
入
れ
て
き
た
。
こ
れ

を
6
年
か
け
て
ゼ
ロ
に
す
べ
し
、

と
い
う
の
が
国
の
方
針
だ
。
そ
れ

が
保
険
料
の
大
幅
な
値
上
げ
や
過

度
な
医
療
費
抑
制
策
に
結
び
つ
か

な
い
か
。

　

国
民
皆
保
険
を
支
え
る
国
保
の

財
政
の
安
定
化
は
必
要
だ
が
、
新

制
度
が
憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
を
充
分
支
え
る
も
の
に
な
る

の
か
、
厳
し
く
検
証
し
て
い
き
た

い
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民進ク 共産 他無所属 市民の声

（中村）見山 三次 図師

一般会計、国保、介護保険、後期高齢者医療会計2018年度予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

個人情報保護条例、情報公開条例の改正（法にある匿名個人情報の利用拡大に懸念） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

職員の給与条例の改正（配偶者の扶養手当の引き下げ〈労使交渉で妥結〉） ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

職員の退職手当条例の改正（手当の支給率を下げる〈労使交渉で妥結〉） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

福祉資金、生業資金、奨学資金の返還請求訴訟の提起（困窮者が利用する制度なので訴訟は
慎重に） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

区民住宅条例の廃止（民間住宅の借り上げを終了する） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

地区計画の区域内の建築物の制限に関する条例改正（超高層マンションの建設が可能になり豊
洲西小の収容が厳しくなる） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

マンション建設条例の一部改正（マンション建設に一定の規制） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

介護保険条例改正（保険料値上げ、生活援助の利用制限に懸念） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

国保条例の改正（広域化をしても根本的な改善にならず値上げが続く） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

シルバーパスの制度改善を求める意見書（制度の拡充を求める） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

〈
国
保
―
広
域
化
で
ど
う

変
わ
る
〉

亀戸駅北口で反原発署名
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＊
江
東
中
学
生
勉
強
会	

新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
！

　

２
０
１
０
年
か
ら
塾
に
通
っ
て
い
な
い
中
学
生
を
対
象
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

5
月
9
日
（
水
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
希
望
の
方
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

代
表
：
平
野
敏
夫
（
ひ
ら
の
亀
戸
診
療
所
理
事
長
）

日
時
：
毎
週
水
曜
日　

18
時
30
分
か
ら
20
時
30
分
ま
で

会
場
：
江
東
区
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
３
階
（
江
東
区
亀
戸
７
─

41
─
16
）

諸
経
費
：
月
額
５
０
０
円
（
コ
ピ
ー
・
印
刷
費
な
ど
）

お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
：

	

０
９
０
─
２
１
６
１
─
１
９
６
３
（
中
村
）

　

江
東
区
人
権
推
進
課
主
催
の「
人

権
学
習
講
座
」を
ご
存
じ
で
す
か
？　

私
は
こ
こ
数
年
、
受
講
し
て
い
ま

す
。
意
欲
的
な
講
座
内
容
で
大
変

勉
強
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

２
０
１
８
年
１
月
25
日
に
開
催
さ

れ
た
師
岡
康
子
弁
護
士
の
講
座
を

紹
介
し
ま
す
。

　

師
岡
弁
護
士
は
区
内
に
あ
る
枝

川
朝
鮮
学
校
裁
判
の
弁
護
団
と
し

て
活
躍
し
、
現
在
は
朝
鮮
高
校
無

償
化
裁
判
東
京
の
弁
護
団
の
一
員

と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。『
ヘ

イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
は
何
か
』（
岩

波
新
書
）
の
著
者
で
も
あ
る
師
岡

さ
ん
が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な

く
す
た
め
に
〜
解
消
法
律
制
定
後

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。
師
岡
さ
ん
、
２
０
１
５

年
6
月
の
人
権
学
習
講
座
に
も
講

師
と
し
て
お
話
し
さ
れ
、
今
回
は

二
回
目
の
登
場
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
5
月
に
成
立
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
」
の
内
容
の
解
説
に
始
ま
り
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
の
日
本
に
お
け
る
事
例
に
つ

い
て
語
っ
た
あ
と
、
国
際
人
権
法

に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
意

味
に
つ
い
て
も
豊
富
な
資
料
を
も

と
に
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

法
制
定
後
、
自
治
体
の
対
応
で

は
、
川
崎
市
が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
事
前
規
制
」
と
い
う
こ
と
で
公

的
施
設
利
用
に
つ
い
て
警
告
を
発

し
た
り
、
不
許
可
に
す
る
と
い
う

指
針
を
公
表
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
「
人

種
差
別
禁
止
、
終
了
義
務
」
は
自

治
体
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
種
差
別

撤
廃
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
さ

ら
に
学
習
し
、
実
践
し
て
い
か
な

く
て
な
ら
な
い
と
深
く
考
え
さ
せ

る
講
座
で
し
た
。

　

人
権
学
習
講
座
の
案
内
は
区
報

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
月
三
回
発
行

の
区
報
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、

次
回
の
講
座
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

（
塩
浜
在
住
・
花
村
健
一
）

 
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

─
─
江
東
区
人
権
学
習
講
座
を
受
講
し
て
─
─ 

中村まさ子の活動日誌（抄）

1 月

4 日 江東区賀詞交歓会
8 日 成人式　

11 日 江東ブランド認定式
13 日 定例会
14 日 枝川朝鮮学校支援都民基金会議
15 日 フェミニスト議員連盟パワーアップ講座
17 日 市民と立憲民主党との大対話集会実行委
18 日 東京清掃旗開き、江東アクション会議
19 日 大中新年賀詞交歓会、労組連旗開き
20 日 子どもの貧困対策情報交換会
21 日 城東消防団始め式、6 丁目団地新年会
24 日 優秀技能者・優良従業員表彰式、羽田説明会

25 日 対話集会実行委、解放共闘総会、江東区人権
学習講座

26 日 キルトクラブうさうさ、三大小新年会
28 日 市民と立憲民主党との大対話集会
30 日 江東区人権学習講座

2 月

1 日 地方 × 国政策研究会
2 日 人権の集い
3 日 緑の党東京都本部総会
9 日 清掃一組総支部定期大会

10 日（〜 11 日）緑の党総会
13 日 1000 万人署名会議
15 日 対話実行委
16 日 区政勉強会
17 日 1000 万人署名、緑の党都本部街宣
20 日 被災者支援法議連意見交換会
21 日（〜 3 月 29 日）第 1 回区議会定例会
22 日 江東アクション会議
23 日 キルトクラブうさうさ、定例会
25 日 枝川朝鮮学校支援都民基金会議

3 月

3 日 1000 万人署名、9 条改憲 NO ！署名（イン
フルエンザに！）

16 日 大島中卒業式、卒業を祝う会
17 日 青少年交流プラザ説明会
18 日 東京清掃定期大会
21 日 さようなら原発全国集会
22 日 ５大小卒業式

23 日 ３大小卒業式、キルトクラブうさうさ、定例
会

24 日 9 条改憲 NO ！署名
25 日 児童会館跡地住民説明会

31 日 避難者と国会議員のヒアリングミーティン
グ、都民基金会議

　

１
月
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連

盟
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
で
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

と
い
う
話
を
聞
い
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
「
慢
性

的
な
病
気
や
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
な
ど
を
抱
え
る
家
族
の
世
話

を
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
」

の
こ
と
。
家
事
、
家
計
の
き
り
も

り
、
身
の
回
り
の
ケ
ア
、
き
ょ
う

だ
い
の
世
話
な
ど
を
担
っ
て
い
る
。

当
然
、
学
校
生
活
に
集
中
で
き
な

い
、
友
達
づ
き
あ
い
や
部
活
に
時

間
が
使
え
な
い
、
疲
れ
て
い
る
、

自
分
の
こ
と
は
後
ま
わ
し
、
な
ど

大
き
な
負
担
が
か
か
り
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
大
き
い
。
藤
沢
市
で
学

校
の
先
生
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
（
２
０
１
６
年
）
で
は
、

「
現
在
担
任
し
て
い
る
ク
ラ
ス
に
家

族
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
児
童
・
生
徒
が
い

る
」
と
い
う
回
答
が
16
％
、「
こ
れ

ま
で
に
そ
う
し
た
子
が
い
た
」
と

い
う
回
答
が
48
％
を
超
え
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
い
う
概
念
が
な
く
、
具
体

的
な
対
応
が
と
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　

今
後
は
教
育
関
係
だ
け
で
な
く

行
政
も
実
態
把
握
、
対
応
策
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
江
東

区
で
も
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
。

＊
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？


